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令和６年に開館３０周年を迎える秋田県立近代美術館（横手市・秋田ふるさと村内）のめざす姿を象
徴的に可視化し、今後も広く県民に親しまれる施設となるよう、そのシンボルとなる公式ロゴマークを
決定するための県民投票を行った結果、次のとおり決定しましたので、お知らせします。

１ ロゴマークの決定について
（１）ロゴマーク

（２）ロゴマークのコンセプト
・先進的な印象とともに、美術館が立地する横手の自然や、文化を受け継いでいく時の流れを感じさせ
るロゴマークです。

・シンボルマークは、山河などの自然の形状と、過去から現在そして未来へと文化を継承していく時の
連続性を、「Akita Museum of Modern Art」の「Ａ」と「Ｍ」の流線型で表しています。

・カラーは、知性と清新さを感じさせるとともに、自然の豊かさを想起させるブルーグリーンを使用し
ています。
・ロゴタイプは、新しさと温かみを感じさせるオリジナルフォントを用いています。

２ 県民投票について
（１）投票結果
・有効投票数１，１７８票（二重投票、無記名、投票無資格者は除く）

ロゴマーク候補 投票数

候補Ａ ５５９票（４７．４％）

候補Ｂ ２４６票（２０．９％）

候補Ｃ ３７３票（３１．７％）



・投票者について
①居住地域（主なもの、多い順）
秋田市（３７．７％）、横手市（１６．７％）、大仙仙北（１５．４％）、大館北秋（７．１％）
※県内全域および県外（４．１％）からも広く投票いただいた。

②年代（主なもの、多い順）
５０代（２１．６％）、１０代（２０．７％）、６０代（１９．９％）、４０代（１３．７％）
※10 歳未満から 90 歳代まで広く投票いただいた。

（２）投票者からのコメント～主な選んだ理由（Ａのみ一部抜粋）
・秋田を象徴する自然の美しさと文化との融合、そして文字の色、形の全体的バランスが卓越して
いる。（７０代）

・流線形でAとMをさわやかな緑で表現していて美しいと思った。継承していく様子にひかれた。
ロゴもバランス良く感じる。（６０代）

・デザインに込められた意味に納得感があり、マークのかたちにやわらかさ、親しみを感じ、また
長い時間をかけて地形が変わるように、芸術作品を観る目や価値観の移ろいも示唆的だとおもっ
た。（４０代）

・色が爽やかな色で緑豊かな秋田を想像させました。また曲線を使ったデザインも優しさが感じら
れ、無機質な他のデザインよりも気軽に立ち寄られる美術館のイメージを連想させられました。
（２０代）

・AとMがひと繋がりになっていることから、文化の継承、人と人との繋がり、これからも続いて
いく時代や未来へのワクワク感を、そして鮮やかな緑から秋田の美しく広がる自然を感じました。
ロゴから我らの秋田そのものを感じたので投票しました。これまでたくさんの人が繋いできた美
しい秋田の過去と、これからも続いていく美しい秋田の未来を象徴する美術館になってもらいた
いです。（１０代）

・爽やかな色合いと柔らかな雰囲気が、秋田の広大な自然と澄んだ空気、どこまでも広がり続ける
青空のイメージを想起させる素敵なロゴだと感じたから。また、波打つ形状に、芸術の多様性と
変幻自在の輝きを感じ取ることができ、非常に惹かれたから。（１０代）

（３）投票概要
①投票期間 令和５年９月 2７日（水）～令和５年 10 月１８日（水）
②投票資格 秋田県内在住者及び秋田県出身者
③投票方法 投票専用フォーム
④記 念 品 抽選により 20 名に、記念品（新ロゴマーク入りオリジナルQUOカード 1,000 円券と

近代美術館「特別展」招待券２枚）を発送

３ ロゴマークの活用について
（１）活用イメージ
・館内案内図等のサイン計画への反映、ホームページや封筒、職員の名刺やネームカードへの
印字等、外部に発信する様々な媒体で活用する予定です。

（２）ロゴマークの使用
・ロゴマークは現在、商標出願中です。
・ロゴマーク使用に係るガイドライン、使用申請書等は令和６年３月頃に公表予定です。


